
小学5年  算数 ── 解答と解説

1
（1） （2）

21 22

2
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28 29
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5

33 34 35

6

36 37

24 25

g

度

cm cm2 cm

回 通り

（1） （2）

30 31

（1）

（1） （2）

（2） （3）

27

cm

（5）

（1） （2） （3）

到
着

出
発

（1） （2）

番本

（完答）32

（3）

（式・考え方）

（答え）

（4）

（式・考え方）

26

m
（答え）

（配点）　　（1）、　（1）……各 7 点
　　　　　……各 8 点
　　　　　（1）（4）、　（2）……各 10 点
　　　　他……各 9 点
　　　  ただし、　（3）……順同完全解答
　　　  計150点

4
1

4

2 6

5

右回り・左回り

21

474

5.7

86

36.84

900

14 54

6

40 12

3 1

7 75 50.24

17 5
3

255×（1－0.08）＝234.6（g）・・・・・・水の重さ
234.6÷（1－0.15）＝276（g）・・・・・・新しくできた食塩水の重さ
276－255＝21（g）

4.5×1000÷60＝75（m/ 分）　　6×1000÷60＝100（m/ 分）
もし、ずっと分速 100m で進んだとすると、実際より 2800－2500＝300（ｍ）
多く進むことになる。
分速 75mで進んだ時間は300÷（100－75）＝12（分間）なので、
75×12＝900（m）

（例）

（例）

※採点終了後、ウェブに記述問題の採点基準を掲載します。
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【解　説】

2（1）　食塩を加えても水の重さは変わりません。

255×（1－0.08）＝234.6（g）　……水の重さ

234.6÷（1－0.15）＝276（g）　……新しくできた食塩水の重さ

276－255＝21（g）

（別解）

食塩を「濃度100％の食塩水」と考えて

天びん図で表すと右のようになります。

図の□を求めると、

255×（15－8）÷（100－15）＝21

となるので、後から混ぜた食塩の重さは21gです。

（2）　１番目から12番目のうちの求めていない数をア～コの記号で表すと、この数列は、

ア，イ，31，ウ，エ，オ，カ，キ，ク，48，ケ，コ

となります。このとき、ア＋コ、イ＋ケ、31＋48、ウ＋ク、エ＋キ、オ＋カの6組の和は

どれも等しくなります。

（31＋48）×6＝474

（参考）この等差数列の１番目から12番目は、

26 17 ，28
4
7 ，31，33

3
7 ，35

6
7 ，38

2
7 ，40

5
7 ，43

1
7 ，45

4
7 ，48，50

3
7 ，52

6
7

となります。

（3）　右図のようにO、A、B、C、Dの記号を決めます。

紙を折る前と折った後の長さは等しいのでAO＝AB、

また、AOとBOはどちらも半径でAO＝BOなので、

三角形OABは正三角形だとわかります。

角AOB＝60度

角COD＝角CBD＝103－60＝43（度）

よって、角x＝43×2＝86（度）

（4）　時速4.5㎞を分速に直すと、4.5×1000÷60＝75（m／分）、時速6㎞を分速に直すと、

6×1000÷60＝100（m／分）です。

もし、28分間ずっと分速100mで進んだとすると、100×28＝2800（m）進むので、実際よ

り2800－2.5×1000＝300（m）多く進むことになります。

よって、分速75mで進んだ時間は300÷（100－75）＝12（分間）で、Aさんが速さを変えた

のは、家から75×12＝900（m）の地点です。

（5）　�次の図１のようにA～ Eの記号を決めて、三角形ODBについて考えます。

円の半径はどこも等しいのでOD＝OB＝18cmとなります。よって、OE＝18－9＝9（cm）

8％ 15％ 100％

255g □g

D

C

A O

B

103°

ｘ
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です。すると、三角形OEDと三角形BEDが合同でOD＝BDとなることもわかるので、三

角形ODBは正三角形であることがわかります。このことから、角DOB＝60度と決まりま

す。

同様に、角COBの大きさも60度となります。

求めるのはアとイの図形の周りの長さの差なので、図２のようにイをうつしてみます。

すると、太線部分がイの周りの長さなので、アとイの図形の周りの長さの差は、アの周

りのうちの太線でない部分の長さとなります。

18×2×3.14× 180－60×2360 ＋9×2＝36.84（cm）

3（1）　�１番の図形は４本、２番の図形は10本、３番の図形は18本でできています。また、４番

の形をかいてぼうの本数を調べると28本であることがわかります。

このとき、１番と２番の差は10－４＝６（本）、２番と３番の差は18－10＝８（本）、３番

と４番の差は28－18＝10（本）となっていて、差が２ずつ増えていることがわかります。

よって、４番と５番の差は10＋２＝12（本）です。

28＋12＝40（本）

（2）　（1）で見つけたきまりをもとに、表をかいて調べます。

すると下のようになり、13番で200本をこえるので、作ることができる最も大きい形は

12番の形です。

図１

A

C

D

ア

9cm
O
9cm

BE
イ

図２

A

C

D

O BE

イ
60° 60°

60°

番号

本数

1

4

＋6

2

10

3

18

4

28

5

40

6

54

7

70

8

88

9

108

10

130

11

154

12

180

13

208

＋8 ＋10 ＋12 ＋14 ＋16 ＋18 ＋20 ＋22 ＋24 ＋26 ＋28

算数─解答と解説



4（1）　�石井君の発言から、石井君は右回りに進んで遠藤君とすれちがったので、遠藤君は左回

りに進んだことがわかります。

（2）　遠藤君は左回りに進んでいるので、遠藤君の発言から、遠藤君は「5→4→3」または

「1→6→5」という進み方をしたことがわかります。しかし、３の旗に到着するのは青木君

なので、遠藤君の進み方が「1→6→5」と決まります。

次に、青木君の進み方は「1→2→3」か「5→4→3」が考えられますが、遠藤君が１から出発

しているので、青木君の進み方が「5→4→3」と決まります。

ここでもう一度石井君の発言に注目すると、石井君は遠藤君と最初にすれちがっている

ので、石井君の進み方として考えられるのは「6→1→2」または「5→6→1」ですが、青木君

が５から出発するので、石井君の進み方は「6→1→2」と決まります。

よって、石井君が出発した旗の数字は６です。

（3）　�大下君の進み方は「2→3→4」または「4→3→2」が考えられますが、石井君の到着する旗が

２なので、大下君の進み方は「2→3→4」と決まります。

ここまでで、石井君は青木君や大下君とはすれちがっていないことがわかるので、石井

君がすれちがった２人というのは遠藤君と宇田君だったことがわかります。

よって、宇田君は左回りに進み、1、2、3のいずれかから出発することになりますが、１

は遠藤君、２は大下君が出発する旗なので、宇田君の進み方は「3→2→1」と決まります。

5（1）　この直角三角形は正三角形を半分にした形なので、ACの長さは14÷2＝7（cm）です。

（2）　正十二角形を下図のように合同な12個の三角形に分けます。

すると、その１個分の三角形は、頂
ちょう

角
かく

が360÷12＝30（度）で等辺が10÷2＝5（cm）の二等

辺三角形になります。（1）より、この三角形の底辺を5cmの辺とするとき、高さは5÷2＝

2.5（cm）となります。

5×2.5÷2×12＝75（cm2）

30°

5cm

5cm

算数─解答と解説



（3）　問題の図の一部分を拡大すると右図

のようになっていて、中央にできる

図形の周りの長さは、黒いおうぎ形

の弧
こ

12個分になります。

また、斜
しゃ

線
せん

部分の四角形は、４辺の

長さが等しいためひし形となり、向か

い合う角の大きさは等しくなります。

黒いおうぎ形の中心角を求めるために、図のア、イの角度を求めます。

360÷12＝30（度）　……正十二角形の外角

180－30＝150（度）　……正十二角形の内角（アの角度）

（360－150×2）÷2＝30（度）　……イの角度

以上より、黒いおうぎ形の中心角は、180－30×2＝120（度）とわかります。

4×3.14× 120360 ×12＝50.24（cm）

6（1）　�板を右上や右下にうら返すと、板が右の方向

に進んでいくのでア～ウに着くまでの回数が

少なくなります。よって、板をなるべく上下

にうら返すような進み方を考えます。

　　　すると、例えば右の図１のような進み方のと

きに14回うら返すことができ、これが最も多

い回数となります。

（2）　板のすべての進み方を線で表すと図２のよう

になります。

　　　太線は通るときの進む方向が決まっている線

で、細線は「上から下へ」あるいは「下から上へ」

とどちらの方向にも通ることができる線です。

　　　このことをふまえて、図２のA～ Vの太線の

通り方が何通りあるのかを順に調べていくこ

とにします。

●　A～ Fの線の通り方の場合の数

A、B、C、Dの線を通る場合の数はそれぞれ１通りずつしかありません。

Eの線を通る場合の数は、「Bを通ってEを通る」「Cを通って、細線を上に進んでEを通る」

という方法があるので、1＋1＝2（通り）あります。

Fも同様に、1＋1＝2（通り）です。

ア イ

図１
ア

イ

ウ

Ａ Ｇ Ｍ S

D J P V

C I O U

E K Q
F L R

B H N T

図２
ア

イ

ウ
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●　G～ Lの線の通り方の場合の数

Gの線を通る場合の数は、「Aを通ってGを通

る」「Eを通って細線を上に進んでGを通る」と

いう方法があるので、1＋2＝3（通り）あります。

H、I、Jも同様に考えると、すべて３通りずつ

あります。

Kの線を通る場合の数は、「Hを通ってKを通

る」「Iを通って細線を上に進んでKを通る」と

いう方法があるので、3＋3＝6（通り）あります。

Lも同様に、６通りです。

●　M～Vの線の通り方の場合の数

上と同様の方法で考えると、M、N、O、Pの

線を通る場合の数はどれも3＋6＝9（通り）ある

ことがわかります。

また、Q、Rの線を通る場合の数は、N、Oの

通り方がどちらも9通りなので、9＋9＝18（通

り）となります。

それがわかると、S、T、U、Vの線を通る場

合の数はどれも9＋18＝27（通り）あることが

わかります。

板の頂点が点イと重なるのはT、Uの線を通るときなので、その進み方は

27＋27＝54（通り）となります。

1 Ｇ Ｍ S

1 J P V

1 I O U

2 K Q
2 L R

1 H N T

図３
ア

イ

ウ

1 3 Ｍ S

1 3 P V

1 3 O U

2 6 Q
2 6 R

1 3 N T

図４
ア

イ

ウ
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小学５年  社会 ── 解答と解説

1
問２ 問３ 問４

21

問１

22 23

24

問１

問５ 問６ 問７

2625 292827

40

38

2

問１

（1）a b （2） （溝）

（月）

（㎢）

問11問９ 問10問８

3130 32 （完答）33

問14問13問12

3534 36 37

（1）（i）

問７ 問８

（ii） 理

　
　由

（1） （2）

（iii）

42

（2）

→ 　 → 　 →

3
問１ 問２ 問４

53

56

54

問３

55

問８ 問９ 問10

6462 63

6157 58 59 60

問６問５ 問７

（銭）

（a） （b）

（完答）39

41

（3）

5251

（石）

（条約）

4643 （完答）44 45

問５ 問６

48 49 50

問４

問２ 問３

（1） （2）

（1） （2）

（1） （2） （1） （2）

47

（配点）
　問４、問11
　問１（ii）、問６⑵、問８
　問４、問６⑵、問７…各３点
　問１（iii）、問２⑵…各４点
その他…各２点
ただし、　問11……順同完全解答　
　　　　  問２⑵……順不同完全解答

2
3

1

2

1
2

2 イア 　 川の流れがと中で分かれている

から。

イ ○対 馬エ 流雪（りゅうせつ）

エ

ラムサール

イ エ

イ・エ・カ・ク エコマーク エ

ウア 地 　産 　地 　消

イ0.09375

5 ア

キ ア ア オ ケ キ ウ

天皇 中央イ イ エ

ウ ア 富本

穀類を外国に輸出するため。

イ ウ

黒曜 　ヤマト政権の支配が関東地方から

九州地方に及んでいた。

エウ

Ａ付近の湖岸に標高点86ｍがあるから。

ウウ

（例） （例）

（例）

（例）

※採点終了後、ウェブに記述問題の採点基準を掲載します。
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【解　説】

1　日本の地理に関する問題

問１　信
しな

濃
の

川は長野県川上村に水
すい

源
げん

を発

し、新
にい

潟
がた

県新潟市で日本海に注ぎます。

従
したが

って一
いち

郎
ろう

君が８月Ｘ日からＺ日にかけ

て旅をした都道府県は、新潟県、長野県

の２県となります。

問２　暗きょ排
はい

水
すい

とは低地で水はけの悪い

ところの湿
しつ

田
でん

を乾
かん

田
でん

化する方法の１つ

で、コンクリート製
せい

の深い排水路に水田

の水をしみ出させる地中管を設置してい

く方法です。この方法により越
えち

後
ご

平野で

は米の収
しゅう

穫
かく

量が大きく伸びました。アは

干
かん

拓
たく

の目的です。

問３　長岡市の南西部には国内最大級の埋
まい

蔵
ぞう

量
りょう

がある「南長岡ガス田」があり、生

産された天然ガスはパイプラインで東京

などに供給されています。新潟県には他

に「片貝ガス田」などもあります。

問４　信濃川下流は度重なる洪
こう

水
ずい

の被
ひ

害
がい

に

苦しんでいましたが、1927（昭和２）

年に旧
きゅう

寺
てら

泊
どまり

町付近に大
おお

河
こう

津
づ

分
ぶん

水
すい

路
ろ

が建設

されたことにより、洪水の被害は大
おお

幅
はば

に

減少しました。その結果流量が減少した

下流部の新潟市などでは、中
なか

州
す

を中心に

埋
うめ

立
たて

地
ち

を造成するなどしたため、川幅も

長岡市などに比して狭
せま

くなっています。

問５　新潟県小
お

千
ぢ

谷
や

市では麻
あさ

織
おり

物
もの

の小千谷

縮
ちぢみ

が生産されています。ちぢみは表面に

「しぼ」と呼ばれるしわがつけられた麻
あさ

織物のことです。ちりめんは主に高級な

呉
ご

服
ふく

や風
ふ

呂
ろ

敷
しき

に使用される絹
きぬ

織
おり

物
もの

、かす

りはかすれたような模
も

様
よう

が特
とく

徴
ちょう

の綿
めん

織

物、つむぎは蚕
かいこ

のまゆをほぐしてつくっ

た真綿から手で糸を引き出し、それを織

ってつくられる絹織物です。

問６（１）大陸からの乾
かん

燥
そう

した冷たい北西

季節風に暖
だん

流
りゅう

の対
つし

馬
ま

海流が水蒸気を供給

することによって、新潟県に多量の降雪

がもたらされます。

　（２）流
りゅう

雪
せつ

溝
こう

は自然の流水を利用して排

雪するための施設で、機械や人力によっ

て雪を投入する作業を伴います。

問７　東北地方太平洋沖地震に伴
ともな

う津波に

より福島第一原子力発電所で事
じ

故
こ

が発生

したことが原
げん

因
いん

となって、原子力発電の

発電に占
し

める割
わり

合
あい

は大
おお

幅
はば

に減少していま

す。●は火力発電所、▲は水力発電所で

す。

問８　北陸新幹線は、上野・大宮駅間で荒
あら

川
かわ

、佐
さ

久
く

平
だいら

・上田駅間などで千
ち

曲
くま

川
がわ

、糸
いと

魚
い

川
がわ

・黒
くろ

部
べ

宇
う

奈
な

月
づき

温
おん

泉
せん

駅間で黒部川、黒

部宇奈月温泉・富山駅間で常
じょう

願
がん

寺
じ

川
がわ

、富

山駅・新高岡駅間で神
じん

通
づう

川
がわ

、庄
しょう

川
かわ

を渡り

ます。

問９　Ａは秋田県大
おお

館
だて

盆
ぼん

地
ち

、Ｂは山梨県甲
こう

府
ふ

盆地、Ｃは滋
し

賀
が

県近
おう

江
み

盆地、Ｄは熊
くま

本
もと

県人
ひと

吉
よし

盆地です。雄
お

物
もの

川は横手盆地、安
あ

倍
べ

川は静岡平野、木
き

津
づ

川は上野盆地、大
おお

淀
よど

川は宮崎平野などを流れています。

問10　Ａはもも、Ｂは日本なし、Ｃはぶ

どう、Ｄはりんごです。果物の都道府県

別生産量割合に関連する統計データは、

繰
く

り返し問題を解くことでしっかり理解

しておきましょう。

問11　箱根山は神
か

奈
な

川
がわ

県、岩木山は青森
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県、男
なん

体
たい

山は栃
とち

木
ぎ

県、磐
ばん

梯
だい

山は福島県に

ありますので、北から順に岩木山、磐梯

山、男体山、箱根山となります。三原山

は東京都の離
り

島
とう

である伊
い

豆
ず

大島に、有
う

珠
す

山・十
と

勝
かち

岳・大雪山は北海道、開
かい

聞
もん

岳・

霧
きり

島
しま

山は九州にあります。

　また、浅
あさ

間
ま

山は群馬県と長野県の県境に

ある標高2568mの活火山で、1783年の噴
ふん

火
か

は周辺の地域だけでなく、江戸の街
まち

に

も大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えました。

問12（１）７月の野辺山の平均気温18.4℃

と最も近い東京の月別平均気温は、５月

の18.2℃です。

　（２）野辺山で月平均気温が15℃を超
こ

え

るのは、７～９月の３ヶ月です。

問13　ナス科のピーマンは高温を好む作

物ですので、夏でも冷
れい

涼
りょう

な気候である川

上村ではほとんど生産されていません。

問14　甲
こ

武
ぶ

信
し

ヶ
が

岳
たけ

は長野県、山
やま

梨
なし

県、埼
さい

玉
たま

県の県
けん

境
ざかい

にあります。アは奥
おく

穂
ほ

高
たか

岳
だけ

、

イは浅間山、エは富士山です。

2　日本の地理に関する問題

問１（１）（ⅰ）高等学校の地図記号は で、

この地形図中には描かれていません。

　（ⅱ）Ａ付近の陸地の境界付近にある標

高点や三角点に着目します。すると、

85.7mや86.6mの三角点や、86mの標高点

が見つかります。よって、Ａの湖面標高

はおよそ80m～90mの範
はん

囲
い

とわかります。

　（ⅲ）1.5cm×25000＝375m＝0.375km、

2cm×25000＝500m＝0.5kmで すので、

0.375×0.5÷２＝0.09375㎢となります。

　（２）東海道新幹線の滋賀県内の駅は米
まい

原
ばら

駅のみです。栗
りっ

東
とう

町付近に南びわ湖駅

（仮称）を建設する要望等も出されてい

ましたが、計画はされていません。

　（３）比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

は古都京都の文化財

の１つとして世界遺産に登録されてい

て、滋賀県大津市にあります。鹿
ろく

苑
おん

寺
じ

（金
きん

閣
かく

寺
じ

）・龍
りょう

安
あん

寺
じ

は京都市、法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

は奈
な

良
ら

県斑
いかるが

鳩町、平等院は京都府宇
う

治
じ

市、興
こう

福
ふく

寺
じ

は奈良県奈良市にあります。

問２（１）ラムサール条約は正しくは「特

に水鳥の生息地として国際的に重要な湿

地に関する条約」といい、鳥類などの生

息地となっている湿地や干潟を保護する

ための条約です。1971年にイランのラ

ムサールで採択されました。

　（２）荒
あら

船
ふね

風
ふう

穴
けつ

、知
しれ

床
とこ

、白
しら

糸
いと

の滝
たき

、富士

五湖は世界遺
い

産
さん

の登録地です。

問３（１）エコマークは環
かん

境
きょう

保全に役立ち

環境への負荷が少ない商品のための目印

として、1989年に制定されました。

　（２）アは長浜市、イは彦
ひこ

根
ね

市、ウは高

島市、エは大
おお

津
つ

市です。大津は琵
び

琶
わ

湖
こ

に

面した2016年９月で人口約34万２千人

の都市です。

問４　洞
とう

爺
や

湖
こ

はカルデラ湖で、湖の中央に

中島や観音島などがあります。宍
しん

道
じ

湖
こ

に

は嫁
よめ

ヶ
が

島
しま

、猪
い

苗
なわ

代
しろ

湖
こ

には翁
おきな

島
じま

、屈
くっ

斜
しゃ

路
ろ

湖
こ

には中島という島があります。

問５　地産地消は地域生産・地域消費の略
りゃく

語で、地域で生産された様々な農産物や

水産物などをその地域で消費することで

す。
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問６（１）食料自給率の高い都道府県は、

順に北海道、秋田県、山形県、青森県と

なっています。アは人口減少率の高い都

道府県、イは西日本で食料自給率の高い

都道府県、エは食料自給率が低い都道府

県を示しています。

　（２）カナダやオーストラリアなどは小

麦や大麦などを大型機械を使用して大量

に生産し自国で消費する以外の余剰分は

外国に輸出しています。日本のように食

料自給率が低いと、輸入相手国の事情で

食料を輸入できなくなった時に食料が不

足してしまう可能性や、輸入した食品が

安全であるかどうかが分からない、など

の問題が起きます。

問７　アは鶏
けい

肉
にく

、イは牛肉、ウは野菜、エ

は小
こ

麦
むぎ

の輸入先を示しています。

問８　アはうなぎ、イは鯉
こい

、ウは鮎
あゆ

、エは

まだいです。

3　日本の歴史に関する問題

問１　黒
こく

曜
よう

石
せき

は長野県和田峠
とうげ

などで産出す

る黒色な火成岩で、打製石器の製作に適

していました。

問２　縄
じょう

文
もん

時代は温
おん

暖
だん

化
か

が進み、雨や雪の

量が増えたため森林が増加しました。ま

た氷河が溶けて海面が上昇し、現在より

内陸部にまで海が進入してきていまし

た。

問３　渡来人とは４世紀末ころから５世紀

にかけて、おもに朝
ちょう

鮮
せん

半島から日本に移

り住んだ人々のことです。渡来人により

養
よう

蚕
さん

・漢字・儒
じゅ

教
きょう

や土木工事、機織りの

技術などが日本に伝えられました。大陸

から銅と錫
すず

からつくる合金である青銅が

伝わってきたのは弥
やよい

生時代です。青銅は

銅
どう

鐸
たく

や銅剣、銅
どう

鉾
ほこ

などの製造に使用され

ました。

問４　関東地方や九州地方の地方豪
ごう

族
ぞく

の古
こ

墳
ふん

から「ワカタケル大王」と刻
きざ

まれた鉄

剣が出土したということは、これらの地

方にまでヤマト政権の支配が及
およ

んでいた

ということを意味します。

問５　百済は345年頃朝鮮半島に建国され

た国で、日本に儒
じゅ

教
きょう

や仏教を伝えるなど

しました。660年に唐・新
しら ぎ

羅に滅
ほろ

ぼされ

ました。日本書紀では仏教伝来が552年

のこととされています。

問６（１）６世紀頃の日本は豪族たちの勢

力争いが続き、その勢いは大王（天皇）

をしのぐほどでした。推
すい

古
こ

天皇は甥
おい

の聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

を摂
せっ

政
しょう

として、大臣の蘇
そ

我
がの

馬
うま

子
こ

と

協力して天皇を中心とした政治のしくみ

を整えようとしました。聖徳太子は十
じゅう

七
なな

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

や冠
かん

位
い

十二階の制などにより中

央集権の国家づくりを進めました。

　（２）薬師寺は698年に藤原京に建立さ

れ、平城京遷都に伴い、現在の位置に移

転された寺院です。四天王寺は593年、

現在の大阪市に、中宮寺は７世紀前半に

法隆寺に隣接して、法隆寺は７世紀初め

に現在の奈良県斑鳩町にそれぞれ建立さ

れました。

問７　遣唐使は630年から894年の間に19

回任命されましたが、実際に中国に渡っ

たのは15回でした。犬
いぬかみの

上御
み

田
た

鍬
すき

は630年
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に第１回の遣唐使として派遣され、632

年に帰国しました。

問８　藤原京は持
じ

統
とう

天皇によって完成さ

れ、694年から710年までの都でした。

藤
ふじ

原
わら

京は日本で最初の計画的につくられ

た都で、平城京や平安京より大
だい

規
き

模
ぼ

でし

た。

問９　班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅの

法
ほう

では６歳
さい

以上の男子に２

段、６歳以上の女子にその３分の２の口

分田を支給することになっていました。

この家族で口分田が支給される男子は４

人で、２×４人で８段となります。律
りつ

令
りょう

は古代の基本法
ほう

典
てん

で、律は刑法、令は行

政法・民法にあたります。

問10　富
ふ

本
ほん

銭
せん

は1999年に奈良県で発見さ

れた、日本で最初の銅でつくられたお金

です。通
つう

貨
か

として発行された可能性が高

いとされていますが、まじないに使われ

たという説もあります。
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小学5年  理科  ── 解答と解説

1

（2）

2

3534

（1）

（1） （2） （3） （4）

21 22 23 24

（5） （6） （7）

25 26 27

％

（8） （9） （10）

28 （完答）29 （完答）30

→　　  →　　　

（11） （12） （13）

31 32 （完答）33

（3）

36

（4）

37

（5） （6） （7）

38 39 40

（8） （9）

41 42

秒

44

（10）

43

（11） （12）

45 46

秒

理
由

記
号

イ

おもりの重さを変えても、周期は変わらない

ゆれはばを変えても、周期は変わらない

イ エ ア イ

1.6 イ イ

イ エ カ

3.4

イ

ウ

イ 2.4

ウ イ・エ Ｃ　Ａ　Ｂ

ア ② ア・オ・カ

重 心 が 上 が る た め 、 振

り 子 を 短 く し た と き と

同 じ よ う に 周 期 も 短 く

な る か ら 。

誤 差 を へ ら す た め 。

（配点）　　（1）（2）（6）、 　（2）（5）（6）（10）記号（11）……各 3 点
　　　　　（1）（3）（4）（10）理由 ……各 5 点
　　　  他各 4 点
　　　  計100点

1 2
2

（例）

（例）

（例）

（例）

※採点終了後、ウェブに記述問題の採点基準を掲載します。
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【解　説】

1　アサガオの観察と季節についての問題

（1）アサガオの種子は、大きさが５mmほ

どで、色は黒く、スイカを４等分に切っ

たような形をしています。このことから

答えはイになります。

（2）アサガオの種子が発芽すると、土の中

からエのような形の葉が出てきます。こ

のふた葉はやがてかれてしまいますが、

葉の先がとがったような形の本葉が次に

広がります。

（3）条件③と④をくらべると、水を適度に

あたえたものはたくさん発芽し、水をあ

たえなかったものは２個しか発芽しなか

ったので、発芽に水は関係しているとい

えます。空気・温度については比較した

実験を行っていないため、関係があるか

どうかは確認することができません。

（4）アサガオの種子は比較的固いので、そ

の種皮を破って根や芽が出ることができ

ないままかれてしまうことも多いです。

そこで、つめ切りなどで種皮を少しきず

をつけたり、やすりなどでこすって種皮

を少しうすくしたりすることで発芽しや

すくなります。

（5）水溶液の濃さ（濃度）は、水溶液全体の

重さに対する溶けたものの重さの割合を

百分率（%）で表したものなので、300g 

の水に５gの食塩を溶かした食塩水の濃

さ は、5÷（300+5）×100＝1.63… ＝1.6

（%）と求められます。このようなうすい

食塩水に種子を入れてみると、発芽に必

要な養分が十分につまっていない種子は

浮
う

いてくるため、いい種子と悪い種子を

区別することができます。

（6）アサガオのつるが巻く様子を真上か

ら見ると、くきの付け根から先の方に向

けて反時計回りに巻いています。

（7）日当たりの悪い場所で育てたものに

くらべて、日当たりのよい場所で育てた

アサガオは、たくさんの光合成ができる

ように葉緑体が葉に多くふくまれて色が

濃くなり、背を高くしなくても日光に十

分当たれることから、背は低くなってい

ます。

（8）①と②のグラフで、連続した明期が長

く暗期が短い①の方でつぼみができてい

ないことから、アとエの文は正しくない

といえます。また、②と③のグラフで連

続した明期はともに８時間で同じなの

に、③ではつぼみがつくられなかったの

でイの文も正しくないことになります。

これらのことから、ウの文が正しいとい

えます。

（9）連続した暗期が一定時間以上長くな

るとつぼみが形成し始めるものを短
たん

日
じつ

植

物といいます。アサガオ・キク・コスモ

ス・イネなどがこの短日植物のなかまに

入ります。一方、連続した暗期が一定時

間以下に短くなるとつぼみができるもの

を長
ちょう

日
じつ

植物といい、アブラナ・ダイコン・

キャベツなどがあります。

（10）関東地方において自然の状態で植え

られているアジサイは６月頃に花を咲
さ

か

せ、７月に入るとアサガオが、梅雨も明

けて７月下旬以降になるとヒマワリも花

を咲かせるようになります。

（11）アサガオの花は、ラッパのようなひ
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とかたまりの花びらを持ち（このような

花びらを持つ花を合
ごう

弁
べん

花
か

という）、その

中を見ると１本のめしべと５本のおしべ

があります。アサガオと同じく５本のお

しべがある花を咲かせるものはアのタン

ポポだけで、ユリには６本、エンドウに

は10本、サクラには多数のおしべがあ

ります。

（12）地球は、地軸
じく

を傾
かたむ

けた状態のまま太

陽のまわりを１年かけて公転しているた

め、地球の北極を上にして公転するよう

すをえがいた図において、②の位置に地

球があると日本の太陽高度が高くなり、

地面が強く熱せられることによって気温

が上
じょう

昇
しょう

するため、この位置が夏の太陽の

位置になります。

（13）反時計回りに地球が公転しているこ

とから考えて、地球が①にあるときは春

分の日、③にあるときは秋分の日にあた

ります。春分の日と秋分の日はともに太

陽は真東の地平線からのぼり真西の地平

線にしずみ、同じ通り道を動いていくよ

うに見えます。このことから、昼の長さ

や日の出の方角、南中したときの高度な

どは春分の日と秋分の日では同じになり

ます。

2　振り子の動きについての問題

（1）ゆれている振り子が１往復して、おも

りが元の位置のもどるまでの時間をはか

るとき、そのはじめと終わりの２回スト

ップウォッチのボタンを押すときにずれ

（誤差）ができてしまいます。そこで、振

り子が10往復するときのはじめと終わ

りにボタンを押せば、１往復あたりの誤

差が0.2回になり、より正確に１往復の

時間を計測したことになります。

（2）物体が落下するとき、時間の経過とと

もに速さがどんどん増していき、一定時

間あたりに進む距離が長くなります。一

方、おもりが最下点を通過して上がって

いくとき、速さはどんどんおそくなって

いくため、一定時間あたりに進む距離は

短くなっていきます。このことから、一

定時間ごとに撮影したおもりの位置はイ

のようになります。

（3）実験１の表を見ると、振り子の先につ

いたおもりの重さを50g、100g、150g、

200g、…と変えても、振り子が１往復

する時間（これを周期といいます）は1.4

秒のまま変わっていないので、おもりの

重さを変えても周期は変わらないといえ

ます。

（4）実験２の表を見ると、振り子のゆれは

ばを10cm、20cm、30cm、40cm、…と変

えても、振り子が１往復する時間は1.4

秒のまま変わっていないので、ゆれはば

を変えても周期は変わらないといえま

す。

（5）物体には、すべての重さが集中してい

ると考えてよい１点が存在し、その１点

を重心とよんでいます。おもりにつない

だひもの重さはほとんど無視できるぐら

地球

太陽

①

③

④②
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い軽いので、おもりの重心となる中心部

分までの長さが振り子の長さと決められ

ます。

（6）実験３の表を見ると、振り子の長さを

25cmから100cmへ４倍にすると、周期

は1.0秒 か ら2.0秒 へ ２ 倍 長 く な り、

225cmへ９倍にすると周期は3.0秒へ３

倍長くなっています。これらのことから、

振り子の長さと周期の関係はエのように

なっているとわかります。

（7）（6）により、振り子の長さを規則正し

く長くしていっても、周期が増える量は

だんだん少なくなっているとわかりま

す。したがって、横軸を振り子の長さ、

たて軸を周期にして変化の様子をグラフ

にすると、カのような形になると考えら

れます。

（8）ふり子の長さを25cmから100cmへ４

倍にすると、周期は1.0秒から2.0秒へ２ 

倍になっています。したがって、ふり子

の長さを75cmから300cm（＝3m）へ４倍

にすると、周期は1.7秒から２倍に増え

て、1.7×２＝3.4（秒）になると考えられ

ます。

（9）振り子を長い時間ゆらしていると、お

もりの空気抵抗などが原因となって、ふ

れはばが少しずつ小さくなっていきま

す。しかし、振り子の長さが変わらなけ

れば、ふれはばが変わっても振り子の周

期は変化しないので、ウが答えになりま

す。

（10）ブランコに座っているときよりも立

っているときの方が体の重心が高い位置

になるため、振り子の長さが短くなった

ことと同じになります。このことから、

立って乗った方が周期が短くなるといえ

ます。

（11）手で持ち上げられたおもりは、その

ときに持っているエネルギーを速さにか

えて落下していきますが、最下点をこえ

て反対側におもりが上がっていくとき

も、初めに持っていたエネルギーの分し

か上がれないので、おもりが運動する途
と

中
ちゅう

の道のりに関係なく、手をはなした高

さと同じ高さまでおもりが上がります。

（12）図２で、左半分は長さが２mのふり

子、右半分は１mのふり子になっていま

す。したがって、それぞれの周期の半分

ずつを合計したものが図２のふり子の周

期となり、2.8× 1
2 ＋2.0× 1

2 ＝2.4（秒）

と計算できます。
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【
解　

説
】

　

�　

瀬せ

尾お

ま
い
こ
の
「
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

保
育
士
を
し
て
い
る
祥し

ょ
う

子こ

先
生
は
、
カ
ン
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ
ん
の
脩し
ゅ
う

平へ
い

さ
ん
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
が
、
は
た
し
て
、
自
分
が
脩
平
さ
ん

を
好
き
な
こ
と
を
カ
ン
ち
ゃ
ん
に
知
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
気
に

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
カ
ン
ち
ゃ
ん
に
は
と
っ
く
に
お
見
通
し
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

問
一　

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ａ�　
「
な
ん
と
も
」
を
つ
け
る
と
、「
な
ん
と
も
頼た
よ

り
な
く
て
い
と
お

し
く
思
え
る
」
と
、「
頼
り
な
く
て
」
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

Ｂ�　
「
さ
す
が
に
」
を
つ
け
る
と
、
い
つ
も
は
元
気
な
カ
ン
ち
ゃ
ん
だ

け
ど
、
熱
が
出
る
と
、「
さ
す
が
に
つ
ら
そ
う
だ
」
と
つ
な
が
り
ま

す
。

　

Ｃ�　
「
よ
っ
ぽ
ど
」
を
つ
け
る
と
、「
…
…
こ
と
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど

多
い
よ
」
と
二
つ
の
も
の
を
比ひ

較か
く

す
る
表
現
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

Ｄ�　
「
ち
っ
と
も
」
を
つ
け
る
と
、「
ち
っ
と
も
カ
ン
ち
ゃ
ん
に
近
づ

け
な
い
」
と
、
打
ち
消
し
の
表
現
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｅ�　
「
す
っ
か
り
」
を
つ
け
る
と
、
ど
の
て
い
ど
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た

の
か
と
、
そ
の
は
ん
い
が
は
っ
き
り
し
ま
す
。

問
二　
「
見
透す

か
さ
れ
た
な
と
思
っ
た
…
…
カ
ン
ち
ゃ
ん
は
そ
ん
な
私わ
た
し

の

気
持
ち
を
き
っ
と
察
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
の
部
分
に
、
弱
っ
て
い
る

カ
ン
ち
ゃ
ん
を
見
舞ま

い
に
い
け
ば
、仲
良
く
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

祥
子
先
生
が
し
た
ご
こ
ろ
を
も
っ
て
、
カ
ン
ち
ゃ
ん
を
見
舞
い
に
い
っ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
祥
子
先
生
は
「
カ
ン
ち
ゃ

ん
に
近
づ
け
な
い
自
分
に
、
い
ら
い
ら
し
て
い
た
」
時
期
で
す
か
ら
、

そ
ん
な
局
面
を
打
開
す
る
た
め
に
見
舞
い
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

問
三　
「
取
る
に
足
ら
な
い
」、「
背せ

を
向
け
て
」
と
い
う
こ
と
ば
が
で
き

て
き
ま
す
。

問
四　

ま
ず
「
あ
あ
な
ん
だ
」
が
ど
ん
な
よ
う
す
を
さ
し
て
い
る
の
か
を

た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。
文
中
の
「
次
々
に
せ
っ
せ
と
い
た
ず
ら
を
し
で

か
し
た
カ
ン
ち
ゃ
ん
」「
脩
平
さ
ん
が
い
か
に
素
敵
な
お
父
さ
ん
か
自じ

慢ま
ん

ば
か
り
し
て
い
た
カ
ン
ち
ゃ
ん
」「
私
を
探さ
ぐ

る
よ
う
な
、
試
す
よ
う

な
質
問
」
と
い
う
こ
と
ば
が
見
つ
か
り
ま
す
。
カ
ン
ち
ゃ
ん
は
ほ
か
の

子
の
前
で
は
そ
ん
な
態
度
を
と
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
祥
子
先
生
の
前

で
だ
け
は
、
そ
ん
な
態
度
を
と
る
と
い
う
の
で
す
。
で
は
、
カ
ン
ち
ゃ

ん
は
な
ぜ
そ
ん
な
態
度
を
取
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。す
る
と
、

本
文
の
こ
の
部
分
の
前
後
に
「
も
う
カ
ン
ち
ゃ
ん
は
完
全
に
私
た
ち
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
だ
」、「
も
し
か
し
た
ら
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

自
分
た
ち
の
や
り
方
で
、
戸と

惑ま
ど

い
な
が
ら
進
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
」
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
も
カ
ン
ち
ゃ
ん
も
お
た
が
い
に

相
手
が
ど
ん
な
態
度
を
と
る
の
か
を
た
し
か
め
な
が
ら
、
自
分
の
出
か

た
を
決
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
五　
「
現
場
に
立
っ
て
い
な
い
園
長
先
生
は
、
朗ろ
う

読ど
く

や
お
遊ゆ
う

戯ぎ

ぐ
ら
い

子
ど
も
は
た
や
す
く
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
大
間ま

違ち
が

い

だ
」、「
で
も
…
…
私
に
は
教
育
論ろ
ん

議ぎ

を
掲か
か

げ
て
い
る
暇ひ
ま

は
な
い
」
と
つ

づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
の
、
教
育
論
議
を
掲
げ
る
と
は
、

1
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現
場
を
知
ら
な
い
園
長
先
生
の
考
え
ち
が
い
を
正
す
こ
と
だ
と
わ
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
で
き
な
い
理
由
も
ど
こ
か
に
書
か
れ
て
い
る

は
ず
で
す
か
ら
、そ
の
理
由
に
あ
た
る
部
分
を
さ
が
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
文
に
は
「
で
も
、『
代
わ
り
は
何
人
で
も
い
る
』
と
い
う
」、「
仕
事

を
探さ
が

し
て
い
る
保
育
士
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
や
る
気
が
な
い
な
ら
辞
め
て
も
ら
っ
て
も
い
い
ん
で
す
よ
」

と
い
う
園
長
先
生
の
こ
と
ば
に
あ
え
て
さ
か
ら
う
よ
う
な
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
六　
「
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
」
と
は
、
カ
ン
ち
ゃ
ん
の
「
デ
ー
ト
し

よ
う
」
や
、「
三
人
で
か
ぶ
と
山
公
園
に
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
ば
を

さ
し
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
祥
子
先
生
は
、
そ
れ
ま
で
カ
ン
ち
ゃ
ん
に

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、「
カ
ン
ち
ゃ
ん
が
ど
う
し
て

そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
は
ご
く

当
た
り
前
の
反
応
で
す
。
し
か
し
、
カ
ン
ち
ゃ
ん
に
は
ず
っ
と
以
前
か

ら
、
祥
子
先
生
と
お
父
さ
ん
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
し
、
祥

子
先
生
が
、
ど
う
や
っ
て
一
歩
踏ふ

み
出
そ
う
か
と
な
や
ん
で
い
た
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
多
少
と
う
と
つ
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
こ
の
お
遊
戯
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
た
ら
ど

う
な
ん
だ
ろ
う
と
、
祥
子
先
生
を
力
づ
け
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
七　

祥
子
先
生
は
、
も
と
も
と
カ
ン
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
な
り
た
か
っ
た

の
で
す
か
ら
、
こ
の
と
き
の
カ
ン
ち
ゃ
ん
の
申
し
出
に
し
た
が
え
ば
い

い
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
、
し
た
が
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
す

る
と
カ
ン
ち
ゃ
ん
は
祥
子
先
生
と
仲
良
く
な
る
と
い
う
目
的
を
達
し
て

し
ま
い
ま
す
。
先
生
は
そ
う
は
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
カ
ン
ち
ゃ

ん
が
先
生
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
の
で
、
先
生
は

カ
ン
ち
ゃ
ん
に
も
う
し
ば
ら
く
そ
の
気
持
ち
を
持
ち
つ
づ
け
て
ほ
し

か
っ
た
の
で
す
。「
チ
ャ
ン
ス
は
来
月
に
も
あ
る
か
ら
」
な
ど
と
い
う

の
は
、
来
月
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、「
成

功
し
た
ら
み
ん
な
で
か
ぶ
と
山
公
園
に
行
こ
う
よ
」な
ど
と
、カ
ン
ち
ゃ

ん
の
気
持
ち
を
う
ま
く
か
き
た
て
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
こ
れ
か
ら

私
と
カ
ン
ち
ゃ
ん
で
乗
り
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
は
、
い
っ
ぱ
い

あ
る
。
で
も
そ
の
先
に
は
、
デ
ー
ト
」
な
ど
と
い
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

祥
子
先
生
は
カ
ン
ち
ゃ
ん
の
申
し
出
を
逆さ
か

手て

に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
、

カ
ン
ち
ゃ
ん
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
乗
り
切
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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竹た
け

内う
ち

久く

美み

子こ

・
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高だ
か

敏と
し

隆た
か

の
「
ワ
ニ
は
い
か
に
し
て
愛
を
語
り
合
う

か
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
の
な
か
に
は
十
三
年
に
一
度
、
あ
る
い
は
十
七
年
に
一
度
だ
け
地

上
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
捕ほ

食し
ょ
く

者し
ゃ

た
ち
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
、
周
期
ゼ
ミ
が
い
ま
す
。
本
文
は
そ
の
周
期
ゼ
ミ
に
つ
い

て
説
明
し
た
も
の
で
す
。

問
二　

高
音
の
「
叫さ
け

び
声
」
は
、
音
の
強
さ
と
し
て
は
「
吠ほ

え
声
」
と
同

じ
く
ら
い
で
す
が
、
遠
く
ま
で
は
届と
ど

き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
仲
間

内
で
闘と
う

争そ
う

が
起
き
た
と
き
に
は
、
遠
く
の
捕
食
者
に
は
聞
こ
え
な
い
よ

う
に
「
叫
び
声
」
を
使
い
ま
す
。
な
わ
ば
り
を
防
衛
す
る
た
め
に
は
、

遠
く
の
サ
ル
に
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
「
吠
え
声
」
を
使
い
ま
す
。
ア
と

イ
に
は
高
音
の
「
叫
び
声
」
が
入
り
ま
す
。
ウ
に
は
音
の
強
さ
と
し
て

は
「
叫
び
声
」
と
同
じ
く
ら
い
の
「
吠
え
声
」
が
入
り
ま
す
。
エ
に
は

遠
く
ま
で
届
い
て
は
こ
ま
る
音
、
つ
ま
り
「
叫
び
声
」
が
入
り
ま
す
。

問
三　
「
理
に
か
な
う
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
理り

屈く
つ

に
合
う
と

い
う
意
味
で
す
。
こ
こ
で
は
、
高
い
叫
び
声
は
、
集
団
内
に
は
聞
こ
え

る
の
に
、
遠
く
の
捕
食
者
を
よ
び
よ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
点
で
、

理
屈
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

問
四　

本
文
の
は
じ
め
の
三
行
に
「
…
…
鳴
き
声
が
遠
く
ま
で
届
く
方
が

有
利
だ
ろ
う
」
と
「
こ
れ
が
同
時
に
、
捕
食
者
を
引
き
つ
け
る
」
と
い

う
、
一
つ
の
行こ
う

為い

か
ら
生
じ
る
二
つ
の
相
反
す
る
結
果
が
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
声
で
鳴
き
た
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
で
き
な

い
と
い
う
「
ジ
レ
ン
マ
」
を
生
む
わ
け
で
す
。

問
五　

周
期
ゼ
ミ
の
特
長
に
つ
い
て
は
「
ふ
つ
う
の
セ
ミ
の
若
虫
は

…
…
」
か
ら
、「
…
…
繰く

り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
の

部
分
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
「
そ
の

発
生
が
時
間
的
に
同
調
し
て
い
る
」
と
「
分
布
の
し
か
た
も
特
定
の
と

こ
ろ
に
集
中
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
ば
で
す
。

問
六　

本
文
の
最
終
段
落
に
「
こ
の
推
論
が
正
し
い
と
す
れ
ば
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
こ
の
推
論
」
は
「
セ
ミ
の
周
期
は
ち
ょ
っ
と

し
た
遺
伝
的
変
異
に
よ
っ
て
変
わ
る
だ
ろ
う
…
…
残
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
の
部
分
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
を
指
定
さ

れ
た
字
数
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

問
七　

直
前
の
「
十
五
年
後
で
は
二
年
早
く
、
十
八
年
後
で
は
時
す
で
に

遅お
そ

し
で
あ
る
」
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
捕
食
者
は
三
年
周
期
で
あ

ら
わ
れ
る
の
で
、
三
年
後
、
六
年
後
、
九
年
後
、
十
二
年
後
、
十
五
年

後
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

問
八　
「
こ
れ
」
は
直
前
の
「
生
活
史
を
一
挙
に
こ
の
周
期
に
同
調
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
さ
し
ま
す
。「
こ
の
周
期
」
と
は
何
の
周
期

な
の
か
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
解
答
に
な
り
ま
す
。

問
九　
「
他
に
類
を
見
な
い
」「
他
に
例
を
見
な
い
」
と
い
い
ま
す
。
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